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政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

令和 年度（ 年度決算分）6 5

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域福祉の推進

ユニバーサルデザインの普及・啓発

ユニバーサルデザイン推進事業

市民局

人権・男女共同参画推進課

087-839-2292

市

平成 年度～28 令和 年度5

②ソフト事業（法律による実施義務無）

　平成２５年５月に策定した「高松市ユニバーサルデザイン基本指針」に基づき、誰もが安心して快適に生活することのでき
る、ユニバーサルデザイン社会の実現を目指すため、様々な主体が協働して取り組む。
　また、国が進める共生社会ホストタウンへの登録を契機として、その考え方や方向性について明らかにし、本市が率先して実
践、啓発を行うことで、市民や事業者等にもユニバーサルデザインの考え方を広め、市全体で更なるユニバーサルデザインのま
ちづくりを推進する。

年度6
①ユニバーサルデザインマップの運用保守
②心のユニバーサルデザイン啓発事業
③ユニバーサルデザイン展の開催等

高松市民

ハード事業、ソフト事業の両面にユニバーサルデザインの考え方を取り入れるとともに、ユニバーサルデザイン
についての知識と理解を持つ人材の育成を図る。

R3 R4 R5 R6 R5

小学生学習用パンフレット配布数 部 4,235 0 0 0 0

講座実施回数 回 0 4 3 3 3

たかまつユニバーサルデザインマップの登録件数 件

R3 R4 R5 R6 R5

950 1,000 1,100 850 1,100

821 817 822

　登録件数は８２２件となっており、目標値
に対し、７４．７％の達成度となった。 74.7%

点26

R3 R4 R5 R6 R5

令和 年度（決算）3 令和 年度（決算）4 令和 年度（決算）5 令和 年度（予算）6

6,224 5,437 5,218 5,368

939 947 702 852

5,285 4,490 4,516 4,516

Ｂ 継続

　昨年度は、四国地方整備局四国技術事務所と連携し、心のユニバーサルデザイン啓発事業を実施した。また、専門学校の授業の一環で、ユ
ニバーサルデザインやバリアフリーの考え方に基づいて整備されている３施設を新たにユニバーサルデザインマップへ掲載することができた
。今後も、ユニバーサルデザインマップへの施設の登録件数の増加や内容の充実に取り組む必要がある。

　今後においても、ユニバーサルデザインに配慮したまちづくりをより一層進める必要があるため、引き続き、ユニバーサルデザインマップ
の充実や、研修等による職員の意識の醸成を図るとともに、市民等に対しても、各種事業を通してユニバーサルデザインの考え方を継続的に
啓発していく。


